
*異常気象・・・ 衛星データの解析および、数値モデルによる実験検証などの手法を用いて気候力学の観点から
研究を進めています。

*温暖化 ・・・ 数値実験結果の解析はもちろんのこと、長期の気候変動の視点（古気候研究）から、地球がCO2、太陽放射、
テクトニクス、エアロゾルなどの変化に対し、システムとしてどのように応答してきたのかを調べ、より俯瞰的に
将来の地球の描像を明らかにしていくことを遠くのゴールに据えています。

研究のベースとなっているのは筑波大学の伝統である「地理学」と自然科学です。様々な学問分野の融合が叫ばれる
昨今では「学際分野」とも言われ、新たな発展が期待されています。
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両半球で大陸氷床の発達

全球的な寒冷化
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の形成

パナマ海峡の閉鎖

アジアモンスーンの強化

年代

(100万年前)

Zachos et al. 2001

黒実線：4mm day-1(0Ma)実線・陰影：3Ma-0Ma

地上気温 降水量全球平均気温：+2.1K 全球平均降水量：+3.1%

新第三紀 古第三紀 白亜紀

白亜紀鮮新世

最終氷期

古気候
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～過去は未来を読み解くカギ～
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NPH発達中心領域

冬季東アジアモンスーンと降雪の関係

降水量 海面水温

[106m2s-1]

現在どのような状況に置かれているのか？
熱帯収束帯と海面水温、風

太平洋高気圧の発生機構

太平洋高気圧の発達に寄与する熱源分布

熱源を与えた場合の太平洋高気圧の発達
対流活動の活発化と梅雨前線の北上

★新しい視点から

将来予測（温暖化研究）
夏季モンスーン予測

将来予測(温暖化時）

南西モンスーン気流

強い
降雨

現在気候では・・・

降水量 ・降水量は増加傾向。
・モンスーン気流は弱くなる。
・水蒸気輸送の増加が降水量を増加
に寄与している。

Kawamura et al.(2001,JMSJ),
Ueda et al.(2006,GRL)

水蒸気フラックス

比湿

冬季モンスーン予測

現在気候では・・・
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シベリア高気圧

将来予測（温暖化時）

アリューシャン低気圧

・冬季モンスーンは多くのモデルで弱ま
る傾向。

Hori and Ueda(2005,GRL)

850hPaの風

「グローバルモンスーンの過去・現在・未来」を調べています。
(1) 地球はいかなる気候変動を経験し（古気候）
(2)    現在どのような状況に置かれているのか（気候形成）
(3)    そしてどこへ向かうのか（将来予測）

様々な時空間スケールでの地球気候システム（地球史）の解明を目指します。

Climateゼミでは、春と夏に学
外で、自然を肌で感じよう！を
モットーに巡検・ゼミ合宿を行
っています。

Climateゼミでは、春と夏に学
外で、自然を肌で感じよう！を
モットーに巡検・ゼミ合宿を行
っています。
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気温の水平分布（早朝[04-05
時]）筑波山斜面温暖帯

In situ Observation

2002年12月20日 早朝（04:49 a.m. ）
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サーモグラフィーによる観
測

標高２００～４００ｍで
麓よりも高温

繋留気球による
観測

気温の鉛直
分布

逆転層

気温の水平分布（早朝[04-05
時]）

温度ロガーによる観測
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